
207

泌尿紀 要1巻3号'

.昭 和30年9月

徳 島 県 下 の 乳糜 尿 症 に つ い て

徳島大学医学部泌尿器科(指 導 荒川忠良教授）

河 内 憲 一
かわ うち けん いち

武 田 克 之
たけ だ かつ ゆき

乳廃尿症は1839年Rayerの 臨 床的観察

の記載以来各般の研究が行われた.本 邦 に於

ても駒屋教授,北 村教授の宿題報告を始 め と

して幾多の研究発表があ り,我 が国の乳魔尿

症は殆んど糸状虫 の寄生 に よる もの とされて

いる.本 邦の糸状虫症は北海道を除 き全国到

る所に散見 し,就 中九州地方 の流行は有名で

ある・四国地方に於て も一部 その流行が報 告

され,徳 島県について も教室 の金子氏 等の報

.告がある.従 つて徳島県に於 て も乳魔尿症 患

者の発生は当然老え られ る ことで あ り.吾 ゼ

の外来に於て も相当数 の 本症 患者 を 得たの

で,本 邦諸家の報告を参照 しつ 、教室開講 以

来6年1ケ 月間の本症患者 の臨床的観察 事

項について報告す る.

1)頻 度

昭和23年12月 より昭和29年12月 末迄の6

年1ケ 月間に吾が泌尿器科で 受診 した患者総数は

2887名 であり,その内乳慶尿症と診断された者は30

名パ1・04%に 当る。又年次別患者数は第1表 の如

第1表 年 度 別 発 生数

年 度 慮者総数 症 例 数%

昭24135620.56

昭2538541.04

昭2644251.13

昭27493171.42 　
昭28579・81.38

昭296324[0.63

一 計i・8873・L1・ ・4

く昭 和27,28年 迄 は漸 次増 加 の傾 向 を示 したが,29

年 には 減 少 し,年 当 り平 均患 者数 は49例 で あ る,こ

の成 績 を諸家 の報告(第2表)に 比 較 すれ ば 伊 藤氏

の1・3%,北 村氏 の0・9%の 中間 に あ り,年 平均 患

者数 では 九 州地方 の 成績 で あ る 北 村 氏 の15・8例,

小林民 の22.4例 よりは遥 か に低 率 で あるが,三 矢氏

等(中 部)の2・6例,北 川氏(関 東)の4,3例,伊

藤 氏(北 陸)の3,8例 よりは高 率 で あ る.一 方 東北

地 方 では 山本 氏,野 村 ・遠 山氏 の泌 尿器 科患 者統 計に

一はみ られ てい ない,即 ち乳慶 尿症 患者 は九州 地方 に高

率 にみ られ,東 北 地方 に至 るに従 い減 少 してい る こと

がわか る(第1図}.

2)性 別

本症 の性 別に関 しては 第2表 の如 く諸家 の報告 が

あるが,吾 々の症例 は 男子11例 に 対 し女 子19例

で,そ の比 は1;1.72で ある.し か し伊藤氏 の18倍

を最高 に一 般 には 男子が女 子 よ り多 く・その原 因 を男

子 に障 碍が 起 り易 い為 と説 く人 もあるが,吾 々の症 例

は これ等 の成績 と趣 を異 に してい る 勿 論阿世 知氏 等

第1図 全 国地域 別年 間平均 発生 数
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第2表 患 者 数 並 に 性 別

到
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の様 に女性 に多 い との報告 もあるが,教 室 の県下 フィ

ラ リア仔 虫検 査成 績 で陽性 者 が い つ れ も女 子 であつ

た ことは興 味深 い.

3)護 病 革 令

吾 々の症例 並に諸 家 の報告 は第3表 に 表 示 した通

りであ るが,い ずれ も壮 年者 に多発 してい る,即 ち田

中氏 は21～50才 に,竹 之 内氏は41～50才 に,又

小 林氏 は35～55才 に最 高 で ある と記 載 して お り,北

川氏 は21～50才 が全 例の68%,北 村氏 等 は62%

を占 める といい,伊 藤氏 も同様 の傾 向 にあ る ことを報

じてい る.吾 々の例 に於 て も壮年 者 に も多発 してい る

が ・60才 代 に8例(27・6%)を 認 め,一'つ の 山 を

つ くつて い る事は多 くの報告 とや 、異 つ てい る.

4)職 業

従来 の報告 者 は農 業 関係者 に多発 す る と のべ てい

る 即 ち駒屋氏 の調査 に よれば 農業関 係者 が 全 例の

39.9%で あ り,三 矢氏 に よれば45%で 第1位 を

占め てい る 吾 々の症例 で も30例 中12例 が農業 に

従 事 しJ40%に 相 当す る(第4表)・ これ は 吾 々の

診 療対i象に農 業関係 老 が多い ことに もよるが,又 一方

糸状 虫症 が蚊 に よつ て伝染 す る為 本症 が蚊 の発生 の

多 い,衛 生状 態 の悪い農 村 に よ り多 い こ とは また 当然

で あろ うか と思 う(第3図).

5)患 者 の分 布

吾 々の症例 はす ぺて県 内居住者 で,そ の分 布状況 を

第2図 患者 の年 令 的 分 布
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第4図 乳慶 尿患 者分 布図

・乳鯉 緒

`・ ●

蚊は 「みつほ しい えか」,「 せ し5い え か」,rこ がた

あ かい え か」,「 あ かい えか」,「 と うこ うやぶ か」,

「しなは まだ らか」 等 で 市街 地 ・農村,海 岸 地 帯を　

通 じて 「あかい えか」・ 「と うこ うや ぶか」,「 しなは

まだ らか」,「 こが たあ かい えか」等 が多発 して お り、

特に媒 介力 の強 い 「あカ「い えか」,「とうこ うや ぶか」・

「しなは まだ らか」 は 海 岸,平 坦 及び 市 街地 区 に多

とい う.即 ち二 神氏 は8月 が170例 中26例(15・3

%)で 最 も多 く,以 下秋,春 の順 で ある と報 告 してお

り,田 中氏 は各 月に 亘 り症 例 はみ られ るが数 的 にに7

月,8月.が 最 大 であ る と云 う 吾 ダの 例 に於 て も不明

の8例 を除 いた22例 に つ い てみれ ば8月 が最 も

多 く,季 節 的 には3月 よ り9月(春 よ り夏)に 発 病

した もの が22例 中16例(72・7%)で 殆 ん ど この

くみられるとの事であり,本症の患者分布とよく一致 季節に発病している(第4表)・

している.又 一方愛媛県幡多郡の糸状虫症の流行を北

村教授は海流の影響と推測されておられるが,同 一海

流が海岸を洗う本県の海岸地方に多い こともこの説

を裏書きするかと思われる

6)嚢 病時期

発病季節についての諸家の報告は夏期に断然多い

7)初 膝時 期

駒 屋氏 等 の 調 査 で は7,8月 が201例 中36例

(17,9%)で 最 も多 くなつ て お り・季 節的 に は 夏期が

最高 で,次 い で春,秋 が殆 ん ど同数 となつ てい るが,

吾nの 場 合は9月 が30例 中8例(26・7%》 で 最

も多 くt秋,夏 の順 となつ てい る(第4表}.之 は発病

第5表 発 病 受 診 の 季 節 的 変 動
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≧受診とには多少のつれがある為で・春より夏にかけ

て発病の多いこと、何等矛盾しない.

8)症 歌

a、 泌尿器症號・

いつれの例も尿の潤濁を認め るこ とは当然である

が初診時の尿の性状をみると乳鷹尿が18例(60%)

で,血乳喫尿が12例(40%)で ある.之 は駒屋教授

等の乳喫血尿69,7%と は全 く逆であるが,54例 中

血乳嘩尿25例 と云う三朱氏の報告,田 中氏の30例

中14例(47%),小 林氏の56例 中24例(43%},北

川氏の60例 中21例(35%)と 大体一致 す る.又

泌尿器症状をみると排尿困難が15例,尿 意頻数は4

例,排 尿痛が5例 に認められた・ この成績は大森氏

の報告と大体一致し・後二者は合併する膀胱炎に由来

するものであろうことは後述の膀胱鏡所見か らもう

なづける{第5表).

b)企 身症継

全身症状として全身倦怠を5例 に,腰 痛を3例 に

みとめたのみで諸家の報告に比較する と少い様であ

る 又勲発作は僅かに3例(10%)に み られたのみ

で福田氏等の39例 中16例(41・3%)と い うに比

べれば遥かに低率であるが,三 矢氏の54例 中4例

と大体同率である・これは流行地でない本県などでは

気附かれぬ為疹とも思われる(第5表}。

c)勝 屍鏡所見

膀胱鏡所見について二神氏は調査症例 の約半数は

正常であると報じ,北 川氏も大体同様の成績を示して

いる 一方阿世知氏等は17例 中15例 迄正常であ

つたと報告しておるが,吾 々の症例では検査を行つた

27例 中9例(33.P%〉 が正常所見を呈 したに過ぎ

ず・他は充血乃至肉桂形成を認め,就 中充血は約半数

に認 め られ た(第6表}.

患側 に つい ては従 来の 報告 は い つ れ も左 側 の圧倒

的 多数 を示 してい る ことは第9表 の通 りで あ るが,吾

々の例 に於 て も 同様19例 中15例(78.9%)が 左

側 で断 然 多 く,他 は右側 の3例 と 両側 の1例 で あ

る1第7表).

第6表 症 状
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9)糸 歌虫仔虫橡出成績

本邦の乳粟尿症の原因が糸状虫によることは疑義

のない所であるが,仔 虫の発見率が割合低率であるこ

とは田中氏の30例 中3例(10%),大 森氏の20例

中3例(15%)及 び北川氏の38例 中8例(211・5

%)に 発見し得たにすぎないことからもわかる・吾灯

の例では7例 について検査したが1名 にも発見出

来なかつた.し かし教室の県下の糸状虫仔虫検査で陽

性者を発見しており,又林氏は生前流血中糸状虫仔虫

陰性者の剖検で多数の母虫を発見 して おることより

しても,本 県の乳唾尿が糸状虫によるものであること

を否定出来ない.

10)治 療

乳膿尿症は完治困難な慢性地方病で適確 な治療法

も無 く,Wood,Marionの 流 れ を くむ腎孟内薬液

注入療法が比較的良好な結果を与えており,又最近で

はピペラヂン製剤であるスパ トニンの優秀性が片峰

氏始め諸氏により報告されておる・吾々も本症の治療

には腎孟内薬物注入療法並にスパ トニン療法を主と

した.吾 々の患者は外来患者が多い為十分な治療及び

経過観察が出来なかつたが,経 過の判明した9例 に

ついてみると,腎孟内注入療法の単独或は薬物併用療

法を行つた6例 では ε例に尿の清透化に成功した・

しかしス穴トニン単独乃至はスチブナール併用の3

例ではいつれも不成功に終つだ 以上の成績よりみて

も腎孟内注入療法の優秀であることがわかる.

本法については田村氏,駒 屋氏を始め諸氏により良

結果が報告され,北 川氏は80%の,又 北村氏は61

%の 尿清透化を報告している.次 に薬物療法につい

てみれば塩酸キニーネ・ビクリン酸カリを始め多くの

対仔虫有効剤なるものが使用されておるが,い つれも

効果は不確実の様である・スパトニンは吾々も薬物療

法単独として使用したが効果は不確実であつた.し か

し片峰氏は25例 中15例 に尿の清透化を認め60%

に有効と報告しておる・吾々の腎孟内注入療法の看効

率の非常によいのは併用したスパ トニンの作用かも

知れぬが,更 に症例を重ねて効果を検討してみたいと

思つておる 其他本症に対しては腎部のレントゲン綜

照射療法が皆見教授始め諸氏により・又手術的の腎淋

巴管遮断術も有効と報告されているが・吾々はその経

験をもたない・

紬 括 と結 語

吾 々は教室開設以来6年1ケ 月間の乳魔

尿患者30名 につして諸家の報告を参照し検

討老按を加え次の結果を得た.

1)総 泌尿器科患者2889名 に対し乳魔尿

症患者は30名 の1・04%に 認められ,年 間

平均患老数は4.9名 で 九州地方についで高

率である.

2)性 別では男子11名 に対し女子19名

と女子が多 く,従 来の男性に多いとする成績

とはや 、異つておる.

3)発 病年令では61才 より70才 に至る

間に発病 したものが最 も多 く,29例 中8例

(27・6%)を 占める・次で30才f㌻40才 代

で従来の壮年老多発の報告 に 比 べ特異であ

る.

4)患 者の職業は農業が圧倒的に多 く,30

例中12例(40%)を 占め諸家の報告 と同様

である.

5)患 者分布状況では平坦地及び海岸地方、

に多 くみられたが之は蚊属 との関係,海 流の:

影響か と思われるとした.

第9表 血 中 糸 状 虫 仔 虫 検 出 成 績

＼、報告者

＼

陽 性 例

陰 性 例

合 計

田 中

3

(10%)

27

30

大 森 阿 世 知
亀 甲

3

(15%)

17

20

1

(20%)

4

5

北 川

8

(21・5%〉

30

38

福 田
吉 崎

駒 屋
井 上

3

(27.3%)

8

11'

55

(52・3%)

50

105

河 内
武 田

0

7

7
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尉 発病時期は春より夏にかけて多くみら

れたが,こ の成績は諸家の報告 と完全に一致

するものである.

7)康 性状 では乳魔尿 が30例 中18例

、(60%)で血乳魔尿が12例 であつた・泌尿器

症状として排尿困難を15例 に,尿 意頻数を

4例 に,排 尿痛を.5例 に認めた・全身症 状

としては腰痛を3例 に,又 全身倦怠を5例

に認めた・

8)膀 胱粘膜症状では検査を行つた27例

中13例 に充血を,9例 に 肉柱形成 を 認め

正常老は9例(333%)の みで諸氏 の 報告

に比べ低率である.

9)患 側は左側が19例 中15例(78・9%)

で断然多く,他 は右側が3例 と両側が1例

であり,従来の報告 と一致しておる.

10)血 中の糸吠虫仔虫検出成績は7例 に

行いすべて陰性であつたが,本 県の本症 もや

はり糸状虫性のものと思われるとした.

11)治 療法としては薬物 の腎孟内注入療

.法が6例 中5例 に有効であ り最も効果的で

あつた.

慌 川教授の御指導,御 校關を深謝する.本文

は27年9月,皮 泌科中四国連合地方会(米

子)で 発表したものに其後の症例 を追加し

たものである)・
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デ ポ ー

ペ レッ ト
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販宛元＼山之内製薬株式会社

C・・SC・Ptfi〕滞 液…66m・・管・(萎篶継 弊,,誘 瞥7ロン。,・6調

殊 一・面・ ・訊 鵬 瓢 騎魔 雛 怪柔講 婆,ラ 霧 罪 磁)

・伽 ・ ・管・(鵬 鷲 錦嘱躍 梶 齢 袈ト,霧㌶ 撮)

ペレット50mg1管 入(1禅中テストステロン48mg,エ ストラヂオール2mg)
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泌 乳 抑制 ン早 産 児禾 熟 児 体 重増 加,生 長 発 育不 良




